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費　目                     決算額
市税 181億2,998万
国庫支出金 179億6,482万
地方交付税 164億7,166万
県支出金 45億1,718万
市債   41億5,180万
地方消費税交付金  30億4,994万
国有提供施設等所在市助成交付金   25億2,306万
繰越金   19億1,683万
繰入金   12億5,533万
使用料及び手数料   11億2,846万
その他  33億6,946万
合計 744億7,852万

歳入
744億
7,852万円

国庫支出金国庫支出金
（24.1%）（24.1%）

市税（24.3%）市税（24.3%）

地方交付税（22.1%）地方交付税（22.1%）

県支出金（6.1%）県支出金（6.1%）

その他（4.5%）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

観光施設運営事業 779万 779万      0万

錦帯橋管理 1億3,303万 1億2,250万  1,053万

市場事業 2億8,986万 2億8,318万 668万

駐車場事業      1,589万      946万    643万

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
９
月
末
と
３
月
末
の
予
算

の
執
行
状
況
と
決
算
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
３
年
度
の
決
算
、
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
、
令
和
４
年
度
予
算
の
上
半
期
執
行
状
況
（
令

和
４
年
９
月
30
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
☎（
29
）５
０
５
０

市税の納付総額は181億2,997万6,386円で、市民１人当たりに換算すると14
万454円、１世帯当たりでは27万8,456円を納めていただいたことになります。

繰入金（1.7%）

市債（5.6%）市債（5.6%）

使用料及び手数料（1.5%）

繰越金（2.6%）繰越金（2.6%）

地方消費税交付金（4.1%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（3.4%）
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費　目 　   決算額 市民１人当たり 経費の内容
民生費 262億9,295万  20万3,693 児童・高齢者・障害者福祉などの経費
総務費 106億7,251万   8万2,681 庁舎管理・徴税・選挙などの経費
土木費   98億8,832万   7万6,606 道路・公園・河川整備などの経費
衛生費   65億3,652万    5万　639 ごみ・し尿処理や健康推進などの経費
公債費   52億3,878万    4万　585 市債の元金や利子などの返還金
教育費  51億5,649万    3万9,948 小中学校・幼稚園教育などの経費
消防費   25億5,511万    1万9,795 消防・救急・防災などの経費
商工費   18億　419万 　1万3,977 商工業の振興や観光事業などの経費
農林水産業費   14億4,202万     1万1,171 農林水産業の振興や農林道の整備などの経費
災害復旧費   14億2,963万       1万1,075 災害が起きた場所の復旧のための経費
その他    4億8,803万        3,781 議会の運営や雇用の促進などの経費
合計 715億　455万                                                                                                      55万3,951

一般会計決算の歳出総額は715億454万6,130円で、市民１人当たりに換算すると55万3,951
円、１世帯当たりでは109万8,228円が使われたことになります。

会計名  歳入決算額  歳出決算額    差引額

土地取得事業 3,943万 3,943万       0万

後期高齢者医療   26億3,990万   25億6,157万       7,833万

国民健康保険 158億3,699万 155億5,479万  2億8,220万

介護保険 154億6,409万 150億3,679万  4億2,730万

周東食肉センター事業    1億6,895万    1億6,895万            0万

○子育て世帯への臨時特別給付金給付事業
○新型コロナウイルスワクチン接種事業
○子ども・子育て支援施設型給付費
○黒磯地区いこいと学びの交流テラス整備
　事業
○道路メンテナンス事業（橋りょう）
○住民税非課税世帯等に対する臨時特別給
　付金給付事業
○岩国市プレミアム商品券発行事業
○介護・訓練等給付費
○東小・中学校施設整備事業
○災害復旧事業

令和３年度に実施した主な事業

民生費（36.8%）民生費（36.8%）

総務費（14.9%）総務費（14.9%）土木費（13.8%）土木費（13.8%）

衛生費（9.1%）衛生費（9.1%）

公債費（7.3%）公債費（7.3%）

教育費（7.2%）

消防費（3.6%）

商工費（2.5%）

農林水産業費（2.0%）
災害復旧費（2.0%） その他（0.8%）

令和３年度決算

一般会計決算状況（単位　円）

特別会計決算状況（単位　円）

歳出
715億
455万円
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令和３年度決算

公営企業会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

周東食肉センター事業

全会計において
資金不足額なし

　　20.0%

観光施設運営事業

錦帯橋管理

市場事業

水道事業

工業用水道事業

病院事業

下水道事業

簡易水道事業

健全化判断比率の指標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率

実質赤字額なし 11.55% 20.0%

②連結実質赤字比率

連結実質赤字額なし 16.55% 30.0%

③実質公債費比率（３カ年平均）

4.2% 25.0% 35.0%

④将来負担比率

将来負担額なし 350.0%

一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政
規模に対する比率。高いほど財政運営が厳しい
ものとなります

全会計を対象とした実質赤字（または資金の不
足額）の標準財政規模の額に対する比率。高い
ほど財政運営が厳しいものとなります

一般会計などが負担する元利償還金および準元
利償還金の標準財政規模に対する比率。高いほ
ど資金繰りが厳しいものとなります

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率。高いほど将来の財
政が圧迫されます

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という）によって「健全化判断比率」と
各公営企業の「資金不足比率」を公表することが義務付けられています。
　財政健全化法は「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計や企
業会計も併せた連結決算により財政状況を明らかにしようとするものです。

健全化判断比率
　健全化判断比率の４つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、財政再
　生基準を超えた場合は財政再生計画を策定することが義務付けられています。
　本市はいずれの比率も基準を下回っています。

　市債とは、道路や学校などの公共施設を整備するために、国などから借り入れる長期借入金です。

626億3,241万円（一般会計）+  20億88万円（特別会計）＝  646億3,329万円（市債合計）

市債残高

健全化判断比率と資金不足比率

資金不足比率
　公営企業ごとの事業規模に対す
　る資金の不足額の比率です。
　本市は９会計全てにおいて、資
　金不足は生じていません。

公営企業
　水の供給や下水の処理、医療の
　提供など地域住民の生活や地域
　の発展に不可欠なサービスを行　
　うために地方公共団体が経営す　
　る企業活動の総称。
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費　目   予算額 支出済額
民生費 259億　124万  88億9,821万
総務費 132億4,787万   31億4,069万
土木費 103億4,504万   34億9,611万
衛生費   66億4,275万   26億4,117万
公債費   57億6,233万   27億9,759万
教育費   50億7,231万   16億7,140万
消防費   26億1,052万   18億　703万
農林水産業費   18億5,302万   4億6,259万
商工費   17億　765万     9億1,959万
災害復旧費     7億7,973万     1億8,041万
その他     5億3,591万     2億4,746万
合計 744億5,837万  262億6,225万

費　目      予算額    収入済額
市税 182億9,280万 113億6,863万
国庫支出金 158億8,130万 30億　793万
地方交付税 157億5,947万 101億6,754万
県支出金   48億5,895万   5億6,582万
市債   40億1,920万     1720万
地方消費税交付金   30億7,900万 16億5,208万
繰越金   29億7,397万   29億7,397万
繰入金 27億8,717万 0万
国有提供施設等
所在市助成交付金

  25億9,200万 0万

諸収入   12億　546万     4億6,690万
その他   30億　905万 12億4,247万
合計 744億5,837万  314億6,254万

令和４年度予算執行状況

■市有財産の状況

■一時借入金             　     0円

■市債の現在額

■市民１人当たり

土地　　　　　   52,991,081㎡
建物　　　　　　　  754,809㎡
基金　　　　　266億1,596万円
債権その他　　 28億8,683万円

一般会計　　　　　599億5,560万円
特別会計　　　　　  18億9,688万円
合　　計　　　　　618億5,248万円

市税負担　　　　　　　  　141,760円　
支出予算　　　　　　　  577,013円　

（令和４年９月30日現在）

歳出歳入

一般会計執行状況（単位　円）

会計名  予算額  収入済額 支出済額
土地取得事業    6億　100万         0万        0万
後期高齢者医療 27億1,756万    8億7,270万    8億1,544万
国民健康保険 161億6,212万   62億　916万   62億3,558万
介護保険 160億6,386万   68億  　68万   62億4,404万
周東食肉センター事業    1億7,300万        965万         8,071万
観光施設運営事業         2,510万          8万           206万
錦帯橋管理    1億9,973万    6,386万         5,590万
市場事業    2億7,030万         8,072万    1億1,118万
駐車場事業         2,290万           725万            115万
合計 362億3,557万 140億4,410万 135億4,606万

その他

特別会計執行状況（単位　円）
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特定防衛施設周辺整備調整交付金・再編交付金の実績

　基地が存在する自治体として、岩国市には国から防衛施設関係の交付金などが交付されています。これら
は、道路改良舗装や施設の整備などのハード事業だけでなく、市立小中学校においての学校給食費無償化や、
文化・スポーツ交流などのソフト事業にも使用されています。決算に併せ、令和３年度に実施した事業をお
知らせします。
※金額は総事業費ではなく国からの補助金交付額で、１万円以下の金額は端数処理をしています
　基地政策課☎（29）5024

防犯カメラ維持管理事業 道路改良舗装事業

小中学校給食費の無償化日米交流事業（日米親善リレーマラソン）消防施設整備事業

問

麻生田水路改修事業

●防犯設備整備事業
　川下地区防犯灯の改修工事に係る
　設計業務
●麻生田水路改修事業
●道路改良舗装事業
　海土路町28号線、藤生町11号線な
　どの市道の改良舗装
●楠地区排水路整備事業
●牛野谷地区排水路整備事業
●多田地区排水路整備事業
●消防施設整備事業
　消防ポンプ自動車１台（通津分団）
　の購入

693万円

1,177万円
6,015万円

2,569万円
446万円
4,022万円
1,798万円

●消防車庫整備事業
　通津分団の消防車庫整備
●防犯設備基金積立金
　防犯灯電気料金助成事業・防犯カ
　メラ維持管理事業のための積み立
　て
●日米交流基金積立金
　愛宕山運動施設管理運営費、日米
　親善リレーマラソン事業費などの
　ための積み立て
●学校給食運営基金積立金
　市立小中学校の学校給食費無償化
　のための積み立て

1,809万円

3,294万円

１億円

5億6,080万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金 歳入決算額　8億7,903万円

　特定防衛施設周辺整備調整交付金は「防衛施設周辺の生活環境等の整備等に関する法律」に基づき、
特定防衛施設が所在する市町村に対して、国から交付されています。
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公園施設改修事業

（仮称）英語交流のまち推進センター整備事業

し尿貯留船整備事業 交通安全対策事業

ポンプ場整備基金積立金こども医療費助成事業

令和３年度決算

●騒音測定器更新事業
　騒音測定器（大畑局）を更新
●し尿貯留船整備事業
●脱着装置付コンテナ専用車用コン
　テナ整備事業
　コンテナの購入
●増殖礁整備事業
　水産資源回復を図るため、増殖礁
　を整備
●道路改良舗装事業
　青木町22号線、海土路町40号線な
　どの市道の改良舗装
●狭あい道路整備事業（個別対応）
　市道の中の狭い部分11カ所の拡幅
　改良
●公園施設改修事業
　車中央広場トイレ新築工事
●岩国駅周辺にぎわい創出施設整備
　事業　
　基本構想策定業務

841万円

1,234万円
61万円

9,957万円

4,574万円

1,660万円

1,771万円

919万円

●（仮称）英語交流のまち推進センタ
　ー整備事業
　ＪＲ岩国駅東口駅前広場の隣接地
　に「英語交流のまち Iwakuni」　
　の交流拠点となる「岩国市英語交
　流センター」を整備
●安心・安全な社会づくり基金積立
　金
　交通安全対策事業（米軍人などを
　対象とした交通安全講習）のため
　の積み立て
●子育て支援基金積立金
　こども医療費助成事業・こどもを
　守る予防接種事業のための積み立
　て
●ポンプ場整備基金積立金
　ポンプ場整備事業のための積み立
　て
●学校給食施設管理運営基金積立金

再編交付金 歳入決算額　8億2,339万円

１億6,420万円

393万円

３億2,009万円

2,500万円

１億円

　再編交付金は「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」に基づき交付されるもので、平
成20年度から令和３年度までに199億8,927万円が交付されました。



市民健康スポーツのつどい
スポレクフェスタ2022
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久
し
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り
に
家
族
で
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し
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は
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か
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中
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と

会場には「清流光神ハクジャオー」もかけ
つけ、子供たちを楽しませた

１．伴走者が持っているひもを頼
　　りにブラインドランを体験す
　　る参加者　
２・４・８．友達や家族とパーク
　　オリエンテーリングで初めて
　　見るゲームに挑戦した
３． 柔らかい剣でフェンシングの
　　基礎動作を習った　
５．相撲コーナーで子供たちは相
　　撲経験者にすり足を教えても　　　
　　らった　
６．音楽に合わせて準備体操を行
　　い、けがの予防に努めた
７．親子で打数を競い合いグラウ
　　ンドゴルフを楽しんだ

８１

２

３

４

５

６

７
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市
で
は
12
月
末
ま
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
市
内
の
商
業
施
設
や
供
用
会
館
な

ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
よ
り

身
近
に
行
え
る
よ
う
、
外
出
時
間
を

利
用
し
、
気
軽
に
申
請
で
き
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
出
張
申
請
の
窓
口
で
は
、
申

請
に
必
要
な
交
付
申
請
書
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
分
か
る
書
類
が
な
い
場
合

で
も
申
請
書
の
作
成
方
法
を
案
内
で

き
、
顔
写
真
の
撮
影
も
無
料
で
行
っ

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
の
支
援
し
ま
す

マイナンバーカードの出張
申請サポートコーナー開設

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
公
的

な
本
人
確
認
書
類
と
し
て
使
用
で
き

る
他
に
も
コ
ン
ビ
ニ
や
一
部
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

取
得
し
た
り
、
給
付
金
な
ど
の
行
政

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
利
用
で

き
た
り
と
幅
広
く
活
用
で
き
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
取
得
を
広
く
呼
び

掛
け
て
お
り
、
12
月
末
ま
で
に
カ
ー

ド
を
申
請
す
る
と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
受
け
取
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
市
民
課
☎（
29
）５
０
４
３

　

10
月
１
日
か
ら
小
瀬
地
区
、
北
河

内
地
区
の
路
線
バ
ス
に
代
わ
る
新
し

い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
よ
べ
る
ん
」の
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

よ
べ
る
ん
は
地
域
公
共
交
通
の
再

構
築
に
向
け
、
令
和
２
年
度
か
ら
実

証
運
行
や
各
地
区
で
の
説
明
会
を
重

ね
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
導
入

し
た
も
の
で
す
。

　

運
行
場
所
は
小
瀬
地
区
か
ら
和
木

駅
周
辺
も
し
く
は
新
岩
国
駅
・
多
田

周
辺
、
北
河
内
地
区
か
ら
新
岩
国
駅

・
多
田
周
辺
と
し
、
１
人
１
乗
車
５

０
０
円
、
小
学
生
お
よ
び
障
害
者
は

半
額
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
小
瀬
地

区
自
治
会
連
合
会
の
米
廣
博
道
会
長

は
「
免
許
証
を
返
納
し
た
人
も
多
い

地
域
で
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
利
用

で
き
る
地
域
交
通
が
あ
る
の
は
非
常

に
便
利
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

運
行
開
始
に
伴
い
、
当
該
地
域
の

い
わ
く
に
バ
ス
路
線
は
廃
止
と
な
り
、

今
後
は
よ
べ
る
ん
が
日
常
生
活
を
支

え
る
地
域
交
通
と
し
て
定
着
で
き
る

よ
う
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

問
地
域
交
通
課
☎（
29
）５
１
０
６

公金受取口座の登録など、マイナポイントの支援につ
いても一部のサポートコーナーで実施している

外出のついでに利用でき、手ぶらの場合でも写真撮影
から申請書の作成サポートまで所要時間は10分程度

9 2022.11.1

日
常
を
支
え
る
地
域
交
通
と
し
て

岩国市乗合タクシー
「よべるん」運行セレモニー

よべるんは利用日の１週間前から利用希望時間の１時
間前までにインターネットまたは電話で予約できる

セレモニーで、福田良彦市長は「よべるんを気軽に利用
できるよう地域に早く定着してほしい」と述べた
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す
ま

い
る

Smile

Vol.160

岡　有美子さん
（岩国在住）

現地探訪を行い、道のつながりを自分たちの目で
確認している岡さん（写真左）と研究会メンバー

　
「
こ
の
地
図
で
道
を
つ
な
ぎ
、
人
を
つ
な

ぎ
、
歴
史
を
つ
な
ぎ
た
い
ん
で
す
」
と
話
す

の
は
岩
国
怪
談
探
訪
地
図
を
発
行
し
た
岡
有

美
子
さ
ん
で
す
。

　

今
か
ら
10
年
前
は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に

苦
労
し
て
い
た
岡
さ
ん
。
特
に
子
供
か
ら
目

が
離
せ
な
い
時
期
は
毎
日
、
仕
事
と
子
育
て

に
追
わ
れ
る
内
に
１
日
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
日
々
の
中
で
、
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
岩
国
の
怪
談
録
を
ま
と
め
た

岩が
ん
ゆ
う
か
い
だ
ん
ろ
く

邑
怪
談
録
の
存
在
を
知
り
、「
い
つ
か
こ

の
岩
邑
怪
談
録
を
使
っ
て
町
お
こ
し
し
た

い
」
と
の
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
言
い

ま
す
。
子
供
が
中
学
生
に
な
り
、
子
育
て
に

も
余
裕
が
で
き
た
岡
さ
ん
は
文
語
体
で
書
か

れ
た
岩
邑
怪
談
録
を
ひ
も
と
き
、
書
い
て
あ

る
内
容
を
理
解
す
る
た
め
、
時
間
を
見
つ
け

で
あ
っ
た
り
、
今
し
か
聞
け
な
い
話
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
こ
に
住
む
人
の

生
活
や
歴
史
は
今
を
逃
す
と
、
２
度
と
見
た

り
聞
い
た
り
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
が
私
を
動
か
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
強
い
思
い
か
ら
岡

さ
ん
は
毎
週
仲
間
と
と
も
に
現
地
を
訪
れ
ま

し
た
。　

　

苦
労
の
末
、
２
０
２
１
年
９
月
、
岩
国
怪

談
探
訪
地
図
横
山
編
が
完
成
し
、
22
年
８
月

に
は
錦
清
流
編
が
完
成
し
ま
し
た
。「
こ
の

地
図
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

多
く
の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
」
と
岡

さ
ん
は
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
す
。

　
「
今
後
も
第
３
弾
、
第
４
弾
の
発
行
に
向

け
て
、
仲
間
と
と
も
に
ま
だ
訪
れ
て
い
な
い

地
域
を
調
査
し
、
地
図
に
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
図
を
見
た
人
が
風

化
し
つ
つ
あ
る
岩
国
の
歴
史
や
逸
話
を
知
り
、

未
来
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
地
図
に
思
い

を
託
し
ま
す
。

漫画家漆原友紀さんがイラストを手掛けた
横山編（写真左）、錦清流編（写真右）

て
現
代
語
訳
を
進
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
岩
国
往
来
散

策
マ
ッ
プ
を
眺
め
て
い
た
と
こ

ろ
「
岩
邑
怪
談
録
に
出
て
く
る

地
域
の
怪
談
話
を
散
り
ば
め
た

地
図
を
作
っ
て
み
た
ら
面
白
い

の
で
は
？
」
と
思
い
立
ち
ま
す
。

　

岡
さ
ん
は
早
速
、
現
地
を
訪

れ
地
域
の
人
か
ら
話
を
聞
き
地

図
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
地
で
話
を
聞
く
と
「
今
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
景
観

物も
の

の
怪け

に
導
か
れ
て

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ

プライベートで親交のある人達が集まり
設立した岩国物の怪地図研究会のメンバー

　2020年12月、仲間
とともに、岩国物の怪
地図研究会を設立し代
表を務める。文献を基
に現地を探訪し、岩国
怪談探訪地図を発行し
ている。趣味は料理、
ソーイング。
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１
秒
で
も
早
く
、助
け
る
た
め
に
。

　

10
月
１
日
、
日
栄
興
業
株
式
会
社

の
採
石
場
で
、
岩
国
地
区
消
防
と
日

栄
興
業
に
よ
る
合
同
の
土
砂
災
害
対

応
訓
練
と
、
岩
国
市
消
防
団
関
係
者

ら
の
見
取
り
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
土
砂
災
害
時
の
人
命
救
助

を
想
定
し
た
内
容
で
、
土
砂
を
同
じ

方
向
に
手
で
掘
り
起
こ
し
、
重
機
で

撤
去
す
る
「
一
方
掘
り
訓
練
」
や
、

救
助
中
に
土
砂
の
流
入
を
防
止
す
る

た
め
、
周
囲
を
板
で
囲
い
な
が
ら
土

砂
を
搬
出
す
る
「
内
掘
り
訓
練
」
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
要
救
助
者
へ
「
今
助
け

ま
す
か
ら
ね
」「
も
う
す
ぐ
体
が
出
ま

す
よ
」
な
ど
の
声
掛
け
を
常
に
行
い
、

迅
速
か
つ
正
確
に
土
砂
を
掘
り
起
こ

し
た
り
、
重
機
で
の
撤
去
を
行
っ
た

り
し
な
が
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

岩国地区消防組合
土砂災害対応訓練
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百花繚
りょうらん

乱！第１回合同体育祭

　９月１日～30日まで、周東パス
トラルホールの１階ギャラリーで
「島津宗隆写真展」が開催されま
した。
　岩国市在住の島津宗隆氏が撮影
した周東町の長野神楽舞や祖生の
柱松、野鳥、錦帯橋の写真が展示
され、訪れた人は四季折々の美し
い写真を心ゆくまで楽しんでいま
した。

　９月24日、爽やかな秋空のもと錦中学校グランドで、錦清流
小学校と錦中学校の合同体育祭が初めて開催されました。小・
中学校合同の種目で協力し合う子供たちの姿や、小学生の競技
を支援する中学生の姿など微笑ましい場面も見られ、「百花繚
乱」というスローガンにふさわしい体育祭となりました。

　８月上旬から由宇町で県の消防
操法大会に向けて、岩国市消防団
由宇方面隊の消防操法訓練が行わ
れました。標的への鋭い放水や機
敏な動きをはじめ、訓練施設の準
備、消防職員の熱心な指導など、
選手・サポーターが一丸となって
訓練に取り組みました。９月17日
の県大会では応急操法小型ポンプ
の部で優勝を果たしました。

写真が映し出す岩国

選手一丸となった
消防操法訓練

おいしいそばができるかな？
種まきに挑戦！

　８月28日、美川町の東谷さぬきパークで、第21回目となるそば
の種まき行事が開催されました。応募者と地元の人を中心に、34
人が参加し、初秋を感じる柔らかな日差しの中、鍬

くわ

や熊手を手に
畑仕事を体験しました。豊かな自然の中で身体を動かしながら地
元の皆さんと交流し、楽しいひとときとなりました。

12
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　９月24日、本郷グラウンドで年齢や体力に縛られることなく
誰もが気軽に遊べる、フライングディスクとモルックの体験教
室が開催されました。モルックは棒を投げて木製のピンに当て
る北欧発祥のスポーツで、チームに分かれて対戦を行い、幅広
い世代で交流しながら楽しんでいました。

地域スポーツフェスタで世代間交流

　９月28日と29日、玖珂中学校の
２年生が、玖珂町のいろいろな事
業所で職場体験を行いました。玖
珂支所でも２人の生徒が、道路の
補修業務などを体験し、行政の役
割などを含めた仕事内容を学びま
した。
　今回の体験がこれから先、就き
たい職業を考えるときの参考にな
るといいですね。

　９月28日、ハーモニーみわで、
山口地方法務局の浅海公博氏の講
演が開催されました。講演では土
地・建物の相続登記に関する法改
正や、安心・安全な遺言書の保管
方法が分かりやすく解説され、相
続する人だけでなく、相続を受け
る人も聞いておきたくなるような、
トラブル防止に役立つ情報を学ぶ
ことができました。

「働く」を考える
きっかけに

相続の準備を始めよう

　９月29日、岩国錦帯橋空港の開港10周年を記念した北海道ツ
アーの出発式が空港内ロビーで開催されました。札幌・小樽・
函館を巡る３コースが設置された２泊３日の今回のツアーには、
計144人が参加しました。参加者は「コロナ禍以降、久しぶり
の旅行を満喫したい」と笑顔で話していました。

いざ北海道へ、空の旅に出発！



●
女
性
も
気
を
付
け
た
い
大
腸
が
ん

[195]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

焼きサバの
トマトマリネ添え

マリネで爽やかさをプラス
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女
性
の
死
亡
数
が
第
1
位
の
が
ん
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

女
性
の
が
ん
と
い
え
ば
、
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
と
い
っ
た
女
性
特
有
の
が
ん
を
思
い
浮

か
べ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
２
０
２
０
年

の
女
性
の
が
ん
死
亡
数
の
第
1
位
は
大
腸
が

ん
で
す
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
計

に
よ
る
と
、
全
国
で
２
万
４
０
７
０
人
の
女

性
が
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
女
性
の
が
ん
の
罹り
か
ん患
数
（
が
ん
に

か
か
っ
た
人
の
数
）
は
乳
が
ん
が
第
1
位
な

の
で
す
が
、
死
亡
数
は
第
4
位
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
大
腸
が
ん
は
、
罹
患
数
で
は
第
2

位
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
亡
数
は
第
1
位
で
す
。

こ
の
こ
と
は
女
性
の
乳
が
ん
は
か
か
っ
て
も

助
か
る
人
が
多
く
い
る
一
方
、
大
腸
が
ん
は

か
か
っ
て
亡
く
な
る
人
が
多
い
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
早
期
の
段
階
で
治
療
で
き
れ

ば
5
年
生
存
率
は
90
％
以
上
で
す
が
、
遠
隔

転
移
を
き
た
す
と
20
％
以
下
に
低
下
し
ま
す
。

つ
ま
り
大
腸
が
ん
の
罹
患
数
が
第
2
位
に
も

か
か
わ
ら
ず
死
亡
数
が
第
1
位
と
い
う
こ
と

は
、
残
念
な
が
ら
早
期
発
見
が
で
き
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
進
行
す
る
と
便
に
血
が
つ
い

た
り
便
秘
や
下
痢
を
繰
り
返
す
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
が
、
早
期
で
は
ほ
と
ん
ど
無
症

状
で
す
。
そ
の
た
め
早
期
発
見
の
た
め
に
は

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
腸
が
ん
は
正
常
な
粘
膜
に
比
べ
て
も
ろ

い
た
め
、
便
が
が
ん
の
部
分
を
通
過
し
た
と

き
に
出
血
し
て
便
に
血
が
付
着
し
ま
す
。
そ

こ
で
大
腸
が
ん
検
診
で
は
便
潜
血
検
査
と

い
っ
て
便
の
表
面
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
削
り
取

り
、
便
に
血
液
が
付
着
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
調
べ
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
で
行
わ
れ
る

便
潜
血
検
査
は
死
亡
率
の
低
下
が
証
明
さ
れ

て
お
り
、
日
本
で
は
40
歳
以
上
の
人
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
女
性
の
死
亡
数
の
第
1
位
で

す
が
、
男
性
で
も
肺
が
ん
、
胃
が
ん
に
続
い

て
第
3
位
の
死
亡
数
で
す
。
女
性
だ
け
で
な

く
す
べ
て
の
人
が
40
歳
以
上
に
な
っ
た
ら
大

腸
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
岩
国
市
医
師
会
】

●エネルギー 229kcal/人　●食塩相当量 1.0g/人

材料（２人分）

A

　はグリルで両面を焼く。
③ミニトマトは４等分のくし切り、青シソは千切り
　にする。
④小さめのボールにミニトマト、おろしショウガ、
　ごま油、塩を加えて和える。
⑤サバを皿に盛り、③の青シソを載せ、④を添える。

　　　　レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①サバの皮目に2～3㎝間隔で切れ目を入れ、両面に
　塩少々を振って10分おく。キッチンペーパーで水
　気を拭き取る。味付け用の塩を少々を振る（塩サ
　バの場合は、代わりに全体に酒を振る。味付けの塩
　は不要）。
②フライパンに油を熱し、サバの皮目を下にして中
　火で 4～ 5分焼く。皮目に焼き色が付いたら裏
　返し、蓋をしてさらに弱火で４～５分焼く。また

・サバ…２切れ　　　
・塩…適宜
･サラダ油…大さじ1/2
・青シソ…２枚

・ミニトマト…６個
・おろしショウガ…大さじ1/2
・ゴマ油…大さじ1/2
・塩…少々

作り方
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【
再
任
】
能
野
め
ぐ
み（
由
宇
町
）

【
再
任
】
重
政　

泉（
周
東
町
）

【
再
任
】
香
田
富
美
子（
周
東
町
）【
敬
称
略
】

《
認
定
》

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

な
ど
14
件

《
議
案
》

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
岩
国
市
看
護
師
等
確
保
対
策
基
金
条
例

○
岩
国
市
看
護
学
生
修
学
資
金
貸
付
条
例

○
岩
国
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
営
駐
車
場
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
周
陽
環
境
整
備
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

○
周
陽
環
境
整
備
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

〇
周
陽
環
境
整
備
組
合
の
解
散
に
伴
う
事
務

の
承
継
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
岩
国
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

《
議
員
提
出
議
案
》

○
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
期

限
延
長
に
関
す
る
意
見
書

○
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し

に
つ
い
て
５
年
ル
ー
ル
導
入
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書

○
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進

す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果
　可決・
採択など

　否決・不
採択など 継続審査

諸般の報告 ５ ― ― ―

監査報告 3 ― ― ―

報　　告 2 ― ― ―

諮　　問 ３（３） 3 0 0

認　　定 14（14） 14 0 0

議　　案 20（20） 20 0 0

議員提出議案 ３（３） 3 0 0

審
議
項
目
と
結
果

《
諸
般
の
報
告
》

〇
岩
国
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

〇
い
わ
く
に
バ
ス
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

〇
一
般
財
団
法
人
玖
珂
町
体
育
施
設
等
管
理

協
会
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
美
川
開
発
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て○
中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て

《
監
査
報
告
》

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

《
報
告
》

○
令
和
３
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
に
つ
い
て

《
諮
問
》

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

2022.11.1

市
議
会
９
月
定
例
会

　

市
議
会
９
月
定
例
会
が
、
８
月
26
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議
や
一
般

質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
の

同
時
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

９
月
の
厚
生
労
働
省
の
専
門
家
会
議
で
、

秋
以
降
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
例
年

よ
り
早
く
流
行
し
新
型
コ
ロ
ナ
と
同
時
流
行

す
る
こ
と
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

く
だ
さ
い
。

　
問
岩
国
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

推
進
協
議
会
☎（
21
）４
２
０
１

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
せ
ん
か

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
急
病
な
ど
の
非

常
時
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
自
動
的
に

受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
も
の
で
す
。

体
調
不
良
時
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

対
象　

○
市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
１
人
暮
ら
し
ま
た
は
１
人
暮
ら
し

に
準
ず
る
世
帯
の
人

　

い
ず
れ
も
感
染
力
が
強
く
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
が
感
染
す
る
と
重
症
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
再

点
検
と
徹
底
が
重
要
で
す
。
特
に
マ
ス
ク
の

正
し
い
着
用
や
手
洗
い
・
消
毒
、
換
気
を
徹

底
し
、
の
ど
の
痛
み
や
せ
き
な
ど
の
症
状
が

あ
る
と
き
は
、
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
は
い
ず
れ
も
発
症
予
防
、
発

病
後
の
重
症
化
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
で
、

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人
は
早
め
の
接
種
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

い
わ
く
に
地
域
応
援
商
品
券
の

使
用
期
限

　

い
わ
く
に
地
域
応
援
商
品
券
の
販
売
お
よ

び
使
用
期
限
は
11
月
30
日
㈬
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

○
市
内
に
在
住
す
る
重
度
身
体
障
害
者
な
ど

で
、
１
人
暮
ら
し
ま
た
は
１
人
暮
ら
し
に
準

ず
る
世
帯
の
人

料
金　

５
２
４
円
／
月
（
口
座
振
替
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

認
め
印

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
８
８
、
障

害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２
、
総
合
支
所
、

支
所原

動
機
付
自
転
車
駐
車
場

の
供
用
を
開
始
し
ま
す

日
時　

11
月
１
日
㈫
〜　

場
所　

麻
里
布
町
四
丁
目
35
―
７
（
麻
里
布

交
番
跡
地
）

収
容
台
数　

44
台
（
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
）

駐
車
料
金　

無
料

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
公
園
景
観
課
☎（
29
）５
１
０
８

販売および使用期限は
            11月30日㈬まで

お
知
ら
せ

ホームページ

岩国駅

188

16広報いわくに

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間　

11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫

全
国
統
一
防
火
標
語　
「
お
出
か
け
は　

マ

ス
ク
戸
締
り　

火
の
用
心
」

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

10
の
ポ
イ

ン
ト

４
つ
の
習
慣　

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い　

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い　

○
こ
ん
ろ
を

使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い　

〇
コ

ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要
な

プ
ラ
グ
は
抜
く

６
つ
の
対
策　

○
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る　

○
火
災
の
早
期

発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定

期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

○
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整

理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る　

○
火
災
を
小
さ
い
う

ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く　

〇
お
年
寄
り
や

身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く　

〇
防

火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に

よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎（
31
）０
１
９
６

岩
国
工
業
高
２
年　

廣
中
俊
祐

○
作
文
の
部
（
応
募
総
数
５
７
４
点
）

一
緒
に
考
え
て
く
れ
た
お
じ
ち
ゃ
ん 

藤
河
小
５
年 

田
中
絢
裕

罪
を
犯
す
と
い
う
こ
と

麻
里
布
中
２
年 

柳
井
琉
斗

●
優
秀
・
優
良
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

藪
木
心
奏
、
中
本
哲
聖

優
良　

田
中
結
希
、
田
中
歩
華
、
橋
本
千
聖
、

竹
田
弥
央
、
藤
井
ゆ
め
か

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

中
田
佳
那
子
、
小
玉
佳
穂

優
良　

浴
本
美
菜
実
、沖
中
洸
輝
、河
本
ゆ
き
、

山
崎
琉
奈
、
沖
村
日
菜

○
標
語
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

石
村
勇
心
、
貞
光
み
ら
い

優
良　

越
智
雲
琉
、
武
石
美
海
、
藤
本
紗
和
、

前
田
夏
帆
、
尾
﨑
由
奈

○
標
語
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

繁
友
陽
葵
、
宮
﨑
美
結

優
良　

福
田
陸
、
五
嶋
桜
季
、
藤
本
遥
香
、

尼
野
莉
子
、
白
木
麻
皓

○
標
語
の
部
（
高
校
）

優
秀　

弘
中
道
、
津
島
莉
桜

優
良　

小
川
晃
生
、
佐
伯
明
日
翔
、
野
坂
拓

未
、
上
廣
美
月
、
深
海
梢

○
作
文
の
部
（
小
学
校
）

優
良　

廣
川
怜
維
、
實
平
澪

○
作
文
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

髙
倉
徹
平
、
世
良
ま
ど
か

青
少
年
健
全
育
成（
非
行
防
止
）

　
　
　
　
　
　
　

作
品
入
賞
者

　

11
月
の
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推
進
強
調

月
間
に
合
わ
せ
、
市
内
の
児
童
生
徒
か
ら
青

少
年
健
全
育
成
（
非
行
防
止
）
を
テ
ー
マ
に

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
を
募
集
し
、
審
査

の
結
果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
応
募
総
数
１
１
６
点
）

○
標
語
の
部
（
応
募
総
数
２
４
６
６
点
）

う
つ
む
い
た　

と
な
り
の
と
も
の　

て
を
に

ぎ
る　

麻
里
布
小
６
年　

井
上
怜
香

一
度
き
り　

自
分
が
「
主
役
」
の　

こ
の
世

界　

岩
国
中
１
年　

中
村
琉
唯

一
人
じ
ゃ
な
い　

家
族
は
私
の　

応
援
団　

優
良　

寺
内
寿
歩
、
白
石
智
大
、
松
山
美
空
、

阿
川
カ
エ
ラ
、
上
本
京　
　
　
　
《
敬
称
略
》 

●
入
賞
作
品
展

○
中
央
図
書
館　

11
月
９
日
㈬
〜
16
日
㈬　

○
由
宇
文
化
会
館　

11
月
18
日
㈮
〜
25
日
㈮

○
玖
珂
こ
ど
も
の
館　

12
月
１
日
㈭
〜
８
日

㈭　

○
周
東
中
央
公
民
館　

12
月
13
日
㈫
〜

20
日
㈫　

○
美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
月
４
日
㈬
〜
11
日
㈬　

○
錦
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー　

１
月
13
日
㈮
〜
20
日
㈮　

○
本
郷

ふ
る
さ
と
交
流
館　

１
月
24
日
㈫
〜
31
日
㈫

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ　

２
月
２
日
㈭
〜
９
日

㈭問
青
少
年
課
☎（
43
）０
９
０
１

税
を
考
え
る
週
間
「
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
向
か
っ
て
」

期
間　

11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭

●
税
の
無
料
相
談

日
時　

11
月
12
日
㈯　

10
時
〜
16
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

●
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

11
月
12
日
㈯
〜
18
日
㈮

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場問
岩
国
税
務
署
☎（
22
）０
１
１
１

愛宕小３年　益本弥季麻里布中２年　森脇愛子
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世
界
糖
尿
病
デ
ー
に
錦
帯
橋
を

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

　

糖
尿
病
の
予
防
、
治
療
、
療
養
を
喚
起
す

る
啓
発
運
動
推
進
の
た
め
、
世
界
中
の
建
造

物
が
糖
尿
病
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ

る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　

岩
国
市
で
は
錦
帯
橋
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈪　

18
時
〜
22
時

問
岩
国
市
医
師
会
☎（
21
）６
１
３
５

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」
を
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て

考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
環
境
保
全
課
☎（
29
）５
１
０
０

病
児
保
育
施
設
で
子
供
を

　
　
　

一
時
的
に
預
か
り
ま
す

　　

子
供
が
病
気
や
け
が
に
よ
り
保
育
園
や
幼

稚
園
・
小
学
校
な
ど
に
通
え
ず
、
保
護
者
が

就
労･

疾
病
・
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
っ
て
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
、

平
日
の
昼
間
な
ど
に
病
児
保
育
施
設
で
そ
の

子
供
を
一
時
的
に
預
か
る
病
児
保
育
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

※
保
育
時
間
は
実
施
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

送
付
し
ま
す
。

 

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
証
明
書
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

●
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
！

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
証
明
書
と
必
要
に

応
じ
て
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
領
収
書
が
必

要
で
す
。
家
族
分
や
過
去
の
年
度
分
、
追
納

分
の
国
民
年
金
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２
２
２

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

　
　

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

野
外
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
ご
み
や
剪せ
ん
て
い定
し
た
庭
の
木
な
ど

は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
市
の
定
期
収
集
に
出

す
か
、
ご
み
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
み
の
出
し
方
は
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
農
作
業
に
伴
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却

　

稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
は
禁
止
の
例
外
で
す

が
、
湿
っ
た
物
の
焼
却
や
多
量
の
焼
却
を
す

る
と
、
大
量
の
煙
が
発
生
し
近
所
に
迷
惑
が

掛
か
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合

で
も
短
時
間
で
終
わ
る
よ
う
に
よ
く
乾
燥
さ

せ
、
時
間
帯
、
風
向
き
、
燃
や
す
量
な
ど
を

対
象　

保
育
園
な
ど
に
入
園
し
て
い
て
、
病

気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育
が
困
難
な

子
供
（
生
後
６
カ
月
〜
小
学
６
年
生
）

実
施
施
設　

○
キ
ッ
ド
イ
ン
（
岩
国
三
丁
目
３
―
８
）　

☎（
41
）１
３
８
１

○
シ
ッ
ク
キ
ッ
ズ
（
南
岩
国
町
四
丁
目
59
―

６
）
☎（
34
）１
８
８
８

○
ぶ
ち
は
ぴ
（
室
の
木
町
三
丁
目
６
―
12
）

☎（
28
）２
２
２
３

○
キ
ッ
ズ
た
か
も
り
（
周
東
町
下
久
原
２
４

８
０
―
１
）
☎（
28
）２
４
６
６

料
金　

２
千
円
／
日

※
所
得
に
よ
る
減
免
有
り

問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
７
、
各
病

児
保
育
施
設

11
月
は
労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間
で
す

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
は
済
ん
で

い
ま
す
か
。

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

原
則
と
し
て
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
未
手

続
事
業
が
多
い
と
思
わ
れ
る
業
種
別
の
一
掃

対
策
を
強
化
す
る
な
ど
全
国
で
集
中
的
な
活

動
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

ホームページ
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問
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収

課
☎
０
３（
５
２
３
５
）１
１
１
１

人
材
開
発
支
援
助
成
金

　

Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
即
戦
力
と
な
る

人
材
を
育
成
す
る
経
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

雇
用
保
険
適
用
事
業
所
の
事
業
主
な

ど問
山
口
県
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
８
３（
９
９
５
）０
３
８
３

高
齢
者
の

　
　

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

日
時　

11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫

重
点
目
標　

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進　

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

放
置
自
転
車
な
ど
を

　
　
　
　

一
斉
に
撤
去
し
ま
す

　

路
肩
や
駐
輪
場
内
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
な
ど
に
放
置
禁
止
の
警
告
札
を
付
け
て
、

住
宅
名　

黒
磯
県
営
住
宅
２
棟
（
黒
磯
町
二

丁
目
15
番
32
号
）

戸
数　

19
戸

※
う
ち
単
身
世
帯
用
14
戸

家
賃　

２
万
１
４
０
０
円
〜
５
万
５
３
０
０

円募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
（
消
印

有
効
）

抽
選
会
日
時　

11
月
17
日
㈭　

10
時
30
分
〜

抽
選
会
場　

岩
国
総
合
庁
舎　

２
階
共
用
第

1
会
議
室

※
抽
選
会
は
見
学
で
き
ま
す
が
、
時
節
柄
な

る
べ
く
控
え
て
く
だ
さ
い

※
抽
選
結
果
は
、
抽
選
日
発
送
予
定
の
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
電
話
で
は
回
答
し

ま
せ
ん

申
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
で
県
営
住
宅
管
理
事
務
所
岩
国
支
所
へ

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
１
６　

三
笠
町
一

丁
目
１
―
１

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い

問
県
営
住
宅
管
理
事
務
所
岩
国
支
所

☎（
30
）１
０
３
０

一
定
期
間
経
過
後
も
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の

を
撤
去
し
ま
す
。
置
き
忘
れ
の
自
転
車
な
ど

は
速
や
か
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

国
道
、
県
道
、
市
道
や
駅
駐
輪
場
な

ど実
施
期
間　

11
月
上
旬

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

募
集県

営
住
宅
入
居
者
募
集（
新
築
）

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
を
含
む
）

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
人

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

④
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
は
な
い
人

相
談不

妊
専
門
相
談
会

　

専
門
医
が
、
不
妊
・
不
育
で
悩
ん
で
い
る

夫
婦
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
㈮　

15
時
〜
17
時

場
所　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
医　

山
縣
芳
明
氏
（
徳
山
中
央
病
院
）

募
集
期
間　

11
月
25
日
㈮
ま
で

申
問
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
29
）１
５
２
３

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

●
11
月
18
日
㈮
〜
24
日
㈭

　

こ
の
期
間
は
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
19
時
（
土
・
日
曜

は
10
時
〜
17
時
）

内
容　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
な
ど
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
３（
９
２
２
）２
２
９
５

募　

集

相　

談

ホームページ
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講
演
講
座

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
〜
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
！
の
想
い
を
つ
な

ぐ
〜
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時　

①
11
月
25
日
㈮　

②
12
月
２
日
㈮　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　
　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

地
域
の
良
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
考
え
る

講
師　

安
藤
周
治
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し

ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜

申
問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
30
）９
０
３
０

お
う
ち
で
働
け
る
？
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
17
日
㈭　

11
時
〜
12
時

場
所　

岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す

内
容　

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
就
労

ド
〜
親
が
育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
子
ど

も
の
育
て
方
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
〜

日
時　

12
月
１
日
㈭　

10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

竹
内
吉
和
氏
（
特
別
支
援
教
育
士
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
で
中
央

公
民
館
へ

問
中
央
公
民
館
☎（
29
）５
０
６
６

イ
ベ
ン
ト

錦
帯
橋
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

対
象　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

〇
中
国
５
県
に
在
住
す
る
小
学
生
以
上
の
人

〇
制
限
時
間
内
に
完
走
で
き
医
師
か
ら
運
動

制
限
を
受
け
て
い
な
い
健
康
な
人

〇
主
催
者
が
講
じ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
同
意
で
き
る
人

日
時　

３
月
５
日
㈰　

９
時
〜
（
受
け
付
け

開
始
＝
７
時
）

※
雨
天
決
行

コ
ー
ス　

錦
帯
橋
周
辺
（
横
山
〜
御
庄
）

種
目　

①
ハ
ー
フ
＝
高
校
生
以
上
の
男
女　

②
５
㎞
＝
中
学
生
以
上
の
男
女　

③
２
㎞
＝

に
つ
な
が
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
体
験
す
る

講
師　

上
野
美
夕
季
氏
（
㈱
キ
ャ
ス
タ
ー
）

持
参
品　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

申
問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

子
育
て
応
援
講
座
（
後
期
）
子
ど
も

た
ち
の
得
意
・
不
得
意
の
発
見
講
座

場
所　

中
央
図
書
館　

２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

※
託
児
有
り
（
お
や
つ
は
各
自
持
参
）

募
集
期
間　

11
月
４
日
㈮
〜

●
子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
る
〜
う
ち
の
子

み
ん
な
と
違
う
？
発
達
障
害
を
理
解
し
て
見

守
る
環
境
と
対
応
〜

日
時　

11
月
24
日
㈭　

10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

黒つ
づ
ら
は
ら
け
ん
た
ろ
う

葛
原
健
太
朗
氏
（
周
南
子
ど
も
発

達
相
談
セ
ン
タ
ー
長
）

●
発
達
障
害
と
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
チ
ャ
イ
ル

講
演
・
講
座

イ
ベ
ン
ト

申込フォーム

申込フォーム

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう
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小
学
５
・
６
年
生　

④
２
㎞
＝
小
学
３
・
４
年

生定
員　

①
＝
１
５
０
０
人　

②
＝
３
０
０
人

③
④
＝
各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

料
金　

①
＝
４
５
０
０
円　

②
＝
４
千
円　

③
④
＝
２
５
０
０
円

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
12
月
６
日
㈫
ま

で※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎（
32
）７
３
７
２

秋
の
錦
帯
橋
遊
覧
船

　

秋
の
錦
帯
橋
を
楽
し
め
る
遊
覧
船
で
す
。

場
所　

春
・
秋
遊
覧
船
乗
り
場

※
悪
天
候
な
ど
で
運
航
中
止
の
場
合
有
り

●
喫
茶
舟

小
学
生
＝
３
０
０
円

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

申
問（
一
社
）岩
国
市
観
光
協
会
鵜
飼
事
務
所

☎（
28
）２
８
７
７

第
66
回
岩
国
市
民
文
化
祭

●
35
周
年
記
念
大
会「
ふ
れ
あ
い
歌
の
祭
典
」

日
時　

11
月
12
日
㈯　

９
時
30
分
〜（
開
場

＝
９
時
）

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容　

紅
白
歌
合
戦
な
ど
、
歌
謡
愛
好
家
に

よ
る
歌
の
祭
典

料
金　

９
９
０
円

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
29
）５
２
１
１

　

船
上
喫
茶
店
で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
楽

し
む
特
別
な
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

日
時　

○
貸
し
切
り　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日

㈬　

11
時
〜
14
時
の
う
ち
１
時
間

※
６
人
以
上
で
５
日
前
ま
で
に
要
予
約

○
乗
り
合
い　

11
月
６
日
㈰
・
12
日
㈯
・
20

日
㈰
・
26
日
㈯　

13
時
〜
14
時

※
最
少
催
行
人
数
は
６
人
。
５
日
前
ま
で
に

要
予
約

※
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

料
金　

２
２
０
０
円
（
お
菓
子
の
詰
め
合
わ

せ
・
飲
み
物
代
含
む
）

●
ペ
ッ
ト
舟

　

大
切
な
家
族
で
あ
る
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
ミ

ニ
遊
覧
を
満
喫
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・

27
日
㈰　

11
時
〜
14
時
の
う
ち
20
分
間

料
金　

大
人
＝
５
０
０
円
、
小
学
生
＝
３
０

０
円　

ペ
ッ
ト
＝
５
０
０
円

●
も
み
じ
舟

　

彩
り
の
川
面
と
錦
帯
橋
を
眺
め
る
、
美
し

い
水
上
散
策
を
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

○
貸
し
切
り　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日

㈬　

11
時
〜
14
時
の
う
ち
１
時
間

※
６
人
以
上
で
５
日
前
ま
で
に
要
予
約

○
ミ
ニ
遊
覧
（
乗
り
合
い
で
20
分
間
）　

11

月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬
の
土
・
日
曜
、祝
日
（
紅

葉
期
は
平
日
も
運
航
）　

11
時
〜
14
時

料
金　

○
貸
し
切
り　

大
人
＝
１
２
０
０
円
、

小
学
生
＝
６
０
０
円
（
１
時
間
当
た
り
の
料

金
）　

○
ミ
ニ
遊
覧　

大
人
＝
５
０
０
円
、

ホームページ

ホームページ

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

11
月
19
日
㈯　

９
時
30
分
〜

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
生
産
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

キ
ッ
チ
ン
リ
レ
ー
ト
ー
ク

参
加
型
商
品
開
発
会
議

日
時　

11
月
29
日
㈫　

14
時
〜
17
時

（
受
け
付
け
開
始
＝
13
時
30
分
）

場
所　

岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ

定
員　

15
人

内
容　

食
に
関
す
る
商
品
開
発
に
つ
い
て
、

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

●
ゴ
ム
銃
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
狙
え

対
象　

小
学
３
〜
６
年
生

日
時　

①
12
月
３
日
㈯　

②
12
月
11
日
㈰　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
重
複
で
の
申
し
込
み
不
可

定
員　

各
10
人

内
容　

割
り
ば
し
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

ゴ
ム
銃
と
的
を
作
る

持
参
品　

筆
記
用
具
、
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

募
集
期
間　

11
月
12
日
㈯　

９
時
〜
16
日
㈬

17
時

登
壇
者
と
参
加
者
で
話
し
合
う

申
問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

献
血11

月
の
献
血

１
日
㈫　

○
総
合
セ
ン
タ
ー
日
向
（
周
東
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

○
玖
珂
こ
ど
も
の

館　

13
時
30
分
〜
16
時

14
日
㈪　

○
岩
国
税
務
署
（
岩
国
法
人
会
）

10
時
〜
15
時
30
分

19
日
㈯　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

ホームページ

科
学
セ
ン
タ
ー

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

献　

血

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう
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※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
科
学
セ
ン
タ
ー

由
宇
歴
史

㊡
月
・
木
曜

入
館
料　

大
人
＝
１
０
０
円　

小
人
＝
50
円

由
宇
町
神
東　

☎（
63
）１
５
１
５

由
宇
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展

●
由
宇
の
海
か
ら
大
陸
へ　

嶋
谷
汽
船
の
軌

跡日
時　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬　

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ク
ラ
フ
ト
ダ
ン
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
る

●
小
学
生
の
工
作
「
ミ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

箱
に
鏡
を
貼
り
付
け
て
絵
を
描
き
、

ミ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

お
琴
に
ふ
れ
よ
う
！

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
20
日
㈰　

10
時
〜
10
時
50
分

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

初
心
者
で
も
楽
し
く
琴
を
演
奏
す
る

講
師　

八
木
歌
緒
里
氏
（
琴
・
三
絃
教
授
）

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

内
容　

由
宇
で
生
ま
れ
た
海
運
会
社
嶋
谷
汽

船
に
つ
い
て
館
蔵
資
料
か
ら
紹
介
す
る

問
由
宇
教
育
支
所
☎（
63
）０
１
２
１

玖
珂
総
合
公
園

㊡
11
月
28
日
㈪

玖
珂
町　

☎（
81
）０
３
５
０

玖
珂
総
合
公
園
の
臨
時
休
園

●
11
月
28
日
㈪

　

設
備
点
検
や
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

公
園
内
の
全
て
の
施
設
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
玖
珂
総
合
公
園

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　

11
月
17
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

申込フォーム

由
宇
歴
史
民
俗
資
料
館

玖
珂
総
合
公
園

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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丸
太
村

㊡
水
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
２
１
３

ク
リ
ス
マ
ス
用
品
作
り

　

木
の
香
り
漂
う
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

日
時　

①
11
月
26
日
㈯　

②
11
月
27
日
㈰　

９
時
30
分
〜
12
時

定
員　

①
＝
25
人　

②
＝
20
人

内
容　

①
＝
リ
ー
ス　

②
＝
ツ
リ
ー

料
金　

①
＝
千
円
／
個

②
＝
６
０
０
円
／
本

募
集
期
間　

11
月
22
日
㈫
ま
で

申
電
話
で
、
丸
太
村

募
集
期
間　

11
月
1
日
㈫
〜
30
日
㈬

申
往
復
は
が
き
、
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
３
４　

南
岩
国
町

四
丁
目
52
―
１　

岩
国
市
中
央
図
書
館
「
津

村
記
久
子
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
い
！
」
係

申
中
央
図
書
館

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
新
時
代
を
翔か
け

る

日
時　

10
月
30
日
㈰
〜
12
月
25
日
㈰

内
容　

日
本
が
近
代
化
へ
と
進
み
始
め
た
時

代
に
生
き
た
岩
国
の
人
物
を
紹
介

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　

11
月
12
日
㈯　

10
時
〜
10
時
30
分

糸
の
こ
教
室　

干え
と
う
さ
ぎ

支
兎
作
り

日
時　

○
12
月
３
日
㈯　

①
９
時
30
分
〜
12

時　

②
13
時
〜
15
時
30
分　

○
12
月
４
日
㈰

③
９
時
30
分
〜
12
時　

④
13
時
〜
15
時
30
分

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

料
金　

６
０
０
円
／
個

内
容　

来
年
の
干
支
の
ウ
サ
ギ
を
糸
の
こ
で

作
る

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈭
ま
で

申
丸
太
村

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎（
31
）０
０
４
６

芥
川
賞
作
家
、
津
村
記
久
子
さ

ん
に
聞
い
て
み
た
い
！

●
仕
事
の
こ
と
、
コ
ロ
ナ
の
こ
と
、
あ
ん
な

こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

対
象　

中
学
生
以
上
の
人

日
時　

12
月
17
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

※
席
は
先
着
順
に
会
場
前
列
か
ら
割
り
当
て

ま
す

講
師　

津
村
記
久
子
氏

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷　

９
時
〜

申
岩
国
徴
古
館

錦
帯
橋
の
版
画
・
浮
世
絵
を
楽

し
も
う
！

日
時　

11
月
６
日
㈰　

①
10
時
〜
12
時
（
最
終
受
付
＝
11
時
30
分
）

②
14
時
〜
16
時
（
最
終
受
付
＝
15
時
30
分
）

定
員　

各
50
人
（
当
日
受
け
付
け
）

内
容　

錦
帯
橋
芸
術
祭
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
展
示
中
の
資
料
を
鑑
賞
し
た
後
、
浮
世
絵

ス
タ
ン
プ
や
錦
帯
橋
缶
バ
ッ
ジ
を
制
作
す
る

料
金　

１
０
０
円

申
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

毎
月
異
な
る
講
師
が
岩
国
の
歴
史
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
紹
介
し
ま
す
。

中
央
図
書
館

申込フォーム

浮世絵スタンプ

津村記久子氏©講談社

岩
国
徴
古
館

丸
太
村

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう
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市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　

☎（
24
）１
２
２
１

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対
象　

誰
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

展
示
室

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

講
師　

平
光
繫
仁
氏（fl ow

er atelier  Lo
to.

）
料
金　

５
千
円

持
参
品　

作
品
を
持
ち
帰
る
袋

募
集
期
間　

11
月
７
日
㈪　

10
時
〜
30
日
㈬

●
冬
の
針
葉
樹
と
実
物
の
リ
ー
ス　

日
時　

12
月
10
日
㈯　

①
10
時
〜
12
時　

②
14
時
〜
16
時

●
和
を
纏ま
と

う
紅
白
の
お
正
月
飾
り

日
時　

12
月
11
日
㈰　

①
10
時
〜
12
時　

●
吉
川
元
長
と
吉
川
経
家

日
時　

11
月
20
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

原
田
史
子
氏
（
吉
川
史
料
館
主
任
学

芸
員
）

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷　

９
時
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　

11
月
20
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷　

９
時
〜

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

12
月
４
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷　

９
時
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
の
人
は
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎（
22
）０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

　
 
 
 

●
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

11
月
６
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
る

講
師　

古
川
和
人
氏

料
金　

千
円

持
参
品　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
筆
記
用
具

募
集
期
間　

11
月
５
日
㈯
ま
で

●
ウ
エ
ー
ブ
リ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

11
月
20
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

ウ
エ
ー
ブ
リ
ン
グ
を
使
い
、
し
な
や

か
な
身
体
を
つ
く
る

講
師　

神
田
尚
子
氏

料
金　

千
円

持
参
品　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

募
集
期
間　

11
月
14
日
㈪
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

②
14
時
〜
16
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
市
民
文
化
会
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

オ
ト
ハ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
日
時　

12
月
４
日
㈰　

14
時
〜
（
開
場
＝
13

時
30
分
）

場
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

曲
目　

ツ
バ
メ
、
さ
ん
ぽ
、
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
な
ど

料
金【
全
席
指
定
】　

一
般
＝
１
５
０
０
円
、

学
生
（
25
歳
以
下
）＝
千
円
、
親
子
ペ
ア
＝

２
千
円
（
３
歳
未
満
の
膝
上
鑑
賞
は
無
料
）

※
０
歳
か
ら
入
場
可

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
市
民
文
化
会
館

働
く
婦
人
の
家

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

料金の記載がないものは原則無料です
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周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
４
０
０

料
理
講
座

対
象　

原
則
18
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
月
第
２
水
曜　

10
時
〜
13
時

場
所　

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

調
理
実

習
室

定
員　

４
人
（
先
着
順
）

講
師　

柳
井
さ
つ
き
氏　

料
金　

１
５
０
０
円
／
回
（
材
料
費
含
む
）

持
参
品　

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜

申
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

㊡
火
曜

横
山
二
丁
目　

☎（
43
）３
５
０
５

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国
自
主
講
座

●
ウ
エ
ー
ブ
リ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ　

Ａ
Ｂ
Ｃ

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

元
町
一
丁
目　

☎（
28
）５
３
１
３

英
語
交
流
de
い
け
ば
な

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

11
月
23
日
㈷　
13
時
〜
２
時
間
程
度

定
員　

20
人

内
容　

英
語
で
交
流
を
し
な
が
ら
生
け
花
を

す
る

講
師　

藏
重
伸
氏
（
華
道
家
元
池
坊
岩
国
支

部
長
）

料
金　

２
千
円

募
集
期
間　

11
月
９
日
㈬
ま
で

申
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

11
月
20
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

ウ
エ
ー
ブ
リ
ン
グ
を
使
い
、
し
な
や

か
な
身
体
を
つ
く
る

講
師　

神
田
尚
子
氏

料
金　

千
円

持
参
品　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

募
集
期
間　

11
月
14
日
㈪
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎（
32
）７
４
１
１

後
期
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人日
時　

11
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

定
員　

30
人

料
金　

千
円（
当
日
持
参
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
４
日
㈮

申
問
電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、（
一
財
）

岩
国
市
体
育
協
会
☎
FAX（
32
）７
３
７
２

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

岩
国
運
動
公
園

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

ホームページ

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ　

Ａ
Ｂ
Ｃ

岩
国
市
歌　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

詞　
　

村
田
さ
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　

曲　
　

池
辺
晋
一
郎

一　

旅
人
の
し
る
べ
と
な
り

　
　

輝
や
か
に　

大
河
を
渡
る

　
　

錦
帯
橋

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を

　
　
　
　
　

翼
に
か
え
て

　
　
　
　
　

子
供
た
ち
は
羽
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　

飛
び
立
つ

　
　
　
　
　

遠
い
夢
を
追
い
か
け
て

二　

大
空
の
光
浴
び
て

　
　

き
ら
ら
か
に
大
地
に
横
た
う

　
　

錦
川

　
　

　
　
　
　
　

せ
せ
ら
ぎ
の
歌
が

　
　
　
　
　

心
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　

同
じ
恵
み
分
け
合
い
な
が
ら

　
　
　
　
　

生
き
て
る

　
　
　

　
　
　
　
　

美
し
い
こ
の
街
で

楽譜や音源デ
ータなどをダ
ウンロードす
ることができ
ます
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錦帯橋芸術祭
2 0 2 2

美術作家の瀬戸理恵子氏による、現代アート作
品展示

　現代アート

Facebook Instagram Twitter

錦帯橋芸術祭ホームページ
https://kintaikyo-artfesta.info

最新情報はこちら

　世界に誇る木造橋である錦帯橋を守り続け、世界に誇る木造橋である錦帯橋を守り続け、
文化芸術により錦帯橋の魅力をさらに高めるた文化芸術により錦帯橋の魅力をさらに高めるた
めに、さまざまな催しを行います。最新情報はめに、さまざまな催しを行います。最新情報は
錦帯橋芸術祭ホームページで確認してください。錦帯橋芸術祭ホームページで確認してください。

　 篆
てんこく

刻行
あんどん

灯（場所（場所：：鵜飼広場）

 　錦帯橋上で心をひとつに岩国市歌
を歌いましょう
曲目：「岩国市歌」「ふるさと」「翼をください」

モニュメント展示、篆刻体験、篆刻アート

錦帯橋を渡る際に提灯を貸し出します

　 手持ち提灯
18時～19時

（場所（場所：：鵜飼広場）

Ｐrog ram

　錦帯橋芸術祭実行委員会（文化スポーツ課内）
☎☎（29）5211（29）5211
問

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ 

◆ 
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11月５日㈯・６日㈰

（場所（場所：：錦帯橋下）

11月５日㈯　

10時～19時

錦川の川面と両岸に篝火を設置し、錦帯橋を自
然な灯りで照らし出します

　 錦帯橋篝
かがりび

火

 　竹
たけとうろう

灯篭

17時～19時

（場所（場所：：錦帯橋上）

16時～

岩国徴古館、吉川史料館、五橋文庫、岩国シロ
ヘビの館、柏原美術館の５館すべてに入館した
人に特典があります

ミュージアムスタンプラリー

11月５日㈯ ～27日㈰  ９時～17時

◆ ◆ 

篝火を彩るパフォーマンス

岩国行波地区伝統の神楽演舞「天津岩座」を
お届けします

11月５日㈯  17時30分～18時30分

玖珂太鼓保存会による和太鼓演奏をお届けし
ます

11月６日㈰  17時～

　岩国行波の神舞◆ ◆ （場所（場所：：鵜飼広場）

　玖珂太鼓保存会◆ ◆ （場所（場所：：錦帯橋下）

鵜飼広場でノンアルコールの甘酒と抹茶を
ブレンドした温かい飲み物を販売します

11月５日㈯・６日㈰  16時～19時

池坊・草月流・専心池坊による作品展示
　いけばな展◆ ◆ （場所（場所：：鵜飼広場）



岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物写真は、
被写体の承諾を得てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万画素以
上）またはＬ判以上の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　②電話番号
③作品名　④撮影日　⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送または直
接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

400　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

LINEで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは、皆さまの
お役に立つ情報を配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

皆さんの応募作品はホームページ
にも掲載しています

【今月の一枚】

撮 影 者：びーびーさん
撮 影 日：８月28日
撮影場所：周東町

「とんぼとさんぽ」

　

今
回
の
９
月
定
例
会
は
、
10
月
の
市
議

会
議
員
選
挙
を
控
え
、
任
期
中
の
議
員
各

位
に
と
っ
て
は
最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
５
名
の
経
験
豊
富
な
議
員

が
勇
退
の
意
向
を
示
さ
れ
、
議
会
最
終
日

に
、
壇
上
よ
り
最
後
の
ご
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
万
感
の
思
い
に
あ

ふ
れ
、
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
議
員
の
皆
さ
ま
と
は
、
時

に
、
各
々
の
意
見
に
つ
い
て
激
し
く
議
論

し
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
や
政
策
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

「
岩
国
の
輝
か
し
い
未
来
を
創
り
た
い
」

と
い
う
思
い
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

勇
退
さ
れ
た
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
長

年
の
市
政
へ
の
ご
貢
献
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
、
市
政
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

を
致
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
先
月
行
わ
れ
ま
し
た
市
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
28
名
の
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
議
会
内
で
の
役
職

が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
本
市
の
更
な
る
飛
躍
の
た
め
、
共
に
力

を
合
わ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.152

勇退された議員の皆さま



　岩国市健康推進課（保健センター）☎0827-24-3751問
※この電話番号で予約はできません。

予約方法

❶集団接種での予約
● Web予約

● 予約コールセンター　☎0570-023-008
　 受付時間：８時30分～ 20時
　 ※接種 2日前までの電話予約、キャンセルなど
　　 にも対応可能
　 ※土・日、祝日も対応

❷個別医療機関での予約
● 個別に医療機関に問い合わせてください

検索岩国　コロナワクチン　予約

※10月12日時点の情報です

オミクロン株対応の 2価ワクチンが
接種できるようになりました

■オミクロン株対応 2価ワクチン接種対象・接種の予約方法
【対　　象】　初回(１・２回目）接種を完了した12歳以上の人（前回接種から 5カ月経過した人）
　　　　　　
【接種回数】　1人１回
【接種方法】　集団接種または個別医療機関（いずれも予約が必要）

【ワクチン】　〇ファイザー社ワクチン：12歳以上
　　　　　　〇モデルナ社ワクチン　：18歳以上

◀接種医療機関一覧
　集団接種の予約は
　こちらから

■接種券について（３回目または４回目未接種の人）

接種券は届いて
いますか？ 申請が必要です

前回接種時の
住民票は岩国
市ですか？

届いている接種券（桃色または
緑色）がオミクロン株対応２価
ワクチン接種に使えます

いいえ

はい

いいえ

はい

申請不要。前回接種から５カ月
経過後に発送します

保健センター窓口または
電子で申請してください

◀電子申請は
　こちらから※紛失の場合、発行申請が必要

※前回接種からの経過期間は短縮され
る可能性があります

■初回（１・２回目）接種未接種の人
　個別医療機関で従来型ワクチンによる接種を完了してください（集団接種会場では接種できません）。
２回目接種から５カ月経過後、オミクロン株対応２価ワクチンを追加接種することが可能です。

　従来型ワクチンで４回目接種済みの人は、４回目接種から５カ月経過後（短縮される可能性があり
ます）、順次 5回目接種券( 黄色）を発送します。５回目接種としてオミクロン株対応２価ワクチンを
接種できます。

新型コロナワクチン接種

※前回接種からの経過期間は短縮される可能性があります

※集団接種日程、個別医療機関一覧は、接種券に同封しています

※前回接種からの経過期間は短縮される可能性があります



　岩国市健康推進課（保健センター）☎0827-24-3751問
※この電話番号で予約はできません。

期待されるオミクロン株対応 2価ワクチンの効果

■従来型ワクチンを上回るオミクロン株への効果
　オミクロン株対応ワクチンの追加接種には、オミクロン株の成分が含まれるため、従来型ワクチン
と比較した場合、オミクロン株に対して従来型ワクチンを上回る重症化予防効果とともに、持続期間
が短い可能性があるものの、感染予防効果や発症予防効果も期待されています。

副反応の発現割合 ファイザー社 モデルナ社

接種後､7日間で
現れる可能性の
ある症状

50％以上 接種部位の痛み 接種部位の痛み、疲労

10～50％ 疲労、筋肉痛、頭痛、悪寒、関節痛 頭痛、筋肉痛、関節痛、
リンパ節症、悪寒、悪心・嘔吐

1～10％ 下痢、発赤、腫脹、発熱、嘔吐 紅斑・発赤、腫脹・硬結、発熱

A　12歳以上の人で、初回接種（１・２回目接種）を受けて５カ月経過していれば接種
　できます。初回接種がまだの場合は、 まず初回接種を受けてください（表面参照）。
　　３～５回目の接種の人は、前回接種から５カ月経過していれば接種できます。
　※接種期間は、令和５年３月31日までです
　※前回接種からの経過期間は短縮される可能性があります　　

Ｑ　オミクロン株対応のワクチン接種の対象者はどんな人ですか。

新型コロナワクチン Ｑ＆Ａ

■多様な新型コロナウイルスへの有効性
　異なる２種類の抗原があることにより、誘導される免疫もより多様な新型コロナウイルスに反応す
ると考えられています。そのため今後の変異株に対して有効である可能性が、より高いことが期待さ
れています。

オミクロン株対応 2価ワクチンの安全性

　ファイザー社およびモデルナ社の２価ワクチンの薬事承認において、どちらのワクチンも従来型ワ
クチンとおおむね同様の副反応が見られました。

ワクチン接種は本人の同意が必要です

　ワクチンを受ける際には、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について、正しい知識を持ち
本人の意思に基づいて接種の判断をしてください。本人の同意なく、接種が行われることはありませ
ん。職場や周囲の人などに接種を強制したり、接種を受けていない人に対して差別的な対応をしたり
することはあってはなりません。
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